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東洋体育授業に関する研究(その 2)

一一「東沖体脊授業J の位置づけと「点検・評備J開題の再考の視点から一一

沖ミ二
本木 明 

饗約

本研究では r東洋体育授業」の位機づけと¥主検・評価」問題の再考を試みた.

は，大講化以後の大学体育に対して「学びのスタイルを変える J と

大きな影響を与えてきたことが明らかになった.これまでの，技衛向上のた

めに指導を受けるというスタイルから，創意・工夫や自らのからだとのコミュニケー

ションをはかる授業内若手が取り入れられてきている.

「からだ育て・からだ気づき」をテーマとする授業のひろがちは，新学轡指導要領の

に乙、と鉢を一体として捉え」た「体ほぐし運動」につながったと考えられる. 

f自己点検・自己評語J 問題では，個人としての取り組みのひろがりはみられるもの

の，大学全体としての取り組みはまだ不十分であるといえる.

そこで，授業における「点検・詳細」のモデル鵠を提不して，具体的な殺り組み方法

について問題提起した.組織体としての大学は，構成員である教員，職員，学生の点検・

評価に基づいて変饗していくものであると考えられる.その意味で，教育評髄である「授

業評舗」への穣権部な取り組みが行われ，評鵠結果を分析して次の授業に役立てるとい

う「舗環 lが，授業効果をあげる有効会方法のひとつであることが鳴らかとなった

はじめに

1999年農の紀擦では，新設種目の「東洋体育授業」を対象に 1.受講理由 2.授業評価につ

いての擁査を実施し，その結果の検討を行った.その検討結果から r東部体育授業J は「レ

クリエーション型スポーツ J とも異去るニーズがあち r自己表現欲求j を求めて履惨してい

るのではないかということが，考察された.

これら「レクリエーション型スポーツ J や「東洋体育授業J は，大学設量基準の大綱化(以

下，大綱化)以後，各大学で広がりをみせ開設された経緯がある.この経緯をふまえると，大

綱化以後の f東洋体育授業J関連の教育・研究爵冨の取り組みについての検討が再度必要になっ

ト
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た.その理由のひとつとしては，新学習指導要領の体操領域が r体つくち運動J に改啓され，

薪たに「心と体を一体として捉え」た「体ほぐし運動」が令吾{立讃づいたからである1)

また，大網化以後の撮要な柱の一つに r自己点検・自己都価J の開題がある.この点につい

ても，教育英践研究に対して先駆的な役欝を果たしてきた大学教育学会の取り組みについて再

度検討する必要がある.この「点検・評価Jの問題iえ授業研究の立場から極めて麓要なテー

マであち，これまで継続してきた研究テーマの線幹を貫いていた稲城でもあるからである.

百 的

本研究では，大綱化以後の「東洋体育授業j の教育・研究開頭にわたる取り組みについての

と r点検・評髄J 問題を対象に実裁研究を行ってきた大学教育学会の取り組みについて

の検討を行う.そして，大学体育における「東洋体育授業」の泣寵づけを明らかにし，授業分

軒につながる試案を提訴する.

「東洋体育授業J の位置づけ

(大綱化以援の日本体育学会報告を中心にして) 

1991年の大織化以来， 10年が経過した.この 10年間金閣の大学はいわゆる大学改革のながれ

の中で教義と専門の一貫性を追求し，さまざまな試みを行ってきた.授業に慢する改革は，カ

リキュラムめ改革を中心にそれぞ、れの領域がパラダイム転換といえる提示を始めた.

捧脊の領域では，それまでの保健体育という枠組みの改組と連動するかたちで「体育Jか「ス

ポーヅ J かという名称問題に議論が集中した.大織化以後の傾向としては r健康j，rスポー

ツ〈科学)jや「韓康科学J という名稔が多く用いられているが，本質論という点ではいまだ

識論は不十分のままである 2)

このような状況の中で，大綱化以後大きく変わってきた一つが開設種目であった.戦後開設

された大学体曹は，その多くがスポーツ種目を中心にした形態で実施されてきた.この鎖舟 iこ

再考をうながすかたちで，ブアカルティ・デイベロップメント(以下 FD)設。の取ち組み

が始まった.たとえば「スポ…ツ文化をテーマにバレーポールのルールの変遷を体験する

習j 3)ゃ rニュースポーツを教材とした授業j，rr寅習形態の授業」も開設された4)5) r東洋

体脊授業」もこのような背景の中で，それまで開設されていた「武道種協 j の概念とは違う要

素をもって登場した. 1991年の42回大会で r中国武術の伝承と分類(その l)jが報告され，
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1992年の43盟大会では� r大学体育ボディワークの展開く 2>- rふれるj ということ-Jが

報告されている6)7) 

大織化以後の開設形態、の多様化の中で� rこころとからだJ をテーマにした授業の必要性が

高まってきた.この「こころとからだJをテーマにしているという点で� rボディワーク」や� r東

洋体育j は共通点をもっている.この傾向がその後の� fからだ気づきj や「からだ時ぐしj に

つながっていった.このような経緯によって� rこころとからだを一体として喪えた，からだ

ほぐし運動J，r内閣性を喚起する体育」という概念で，これらの領域は大学体育の教材として

取ち入れられるようになったといえる.

表東i平体育授業j 関連領域の先行期究� (B本体育学会)

よ思町 ボディワク からだづくり・ (かかB吋ららだの気づき→東i平体膏 だほぐし
(BodyWork) からだ育て� y Awereness) 

「ボディワークに伴 「気功訓練による心� fドイツの「身体め


う生瑚心理的変化iこ 理的，生理的な変化経験としてのスポー 


話回 ついてJ の・考察 ツ授業」の検討を通
 

(1995) 一脳波，心拍数，� I 保健) してみた日本の明、

呼吸数を中心 らだづくり」の開題

点J

(体育心理学) I 体育科教育学)� I 

と の人 「からだの気づきJ

類学 の学習内容� 

47回 一中間舞踊におけ� Body Awere-

(1996) る剣の表現� ne誌の実説

(スポーツ人類学 {体育科教育学)

シンポジウム立)� 

r人間の「からだJ や「からだの重さき� J を

どのように仕向けようとしているのか� ?J
「身体J r身体運動J概念の再考一

「からだ荒づき」の

学智内容(2) 

48回-Body Awerene・� 

(1997) ssの実Z長一

「からだの気づき� J

をイ足す教材

「からだ気づき・からだ育てJ の実践と検

言(2)

(学会本部企瞬シンポジウム〉 

r21世紀における体育専門家に共通な身体

形成へのアイデンティティを探る」



38 

49罷� 

(1997) 

50醤� 

(1999) 

日間� 

(2000) 
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「身体形成のための

技締のボディ・ア

ウェアネス(からだ

気づき)の立場から

(学会本部企画

シンポジウム〉

「からだ支づき j の

学智内容ω
一授業デザインの

視点一

「からだ気づき・からだ育てJ 実践の授業

分析の試み

実践の「特殊性J に応、える分析方法を

求めて一

中学校における「からだ気づ急 J の授業実

践

一陸上競技の単7eの中でー

「自然な;喜機的金魂のこもった動きの教育j

としての体操の立場から

「体っくり運動J ~こおける主体的問題解決

の育或

授業者の行動から見

る旬、らだ気づきJ

の特徴� 

rFeldenkrais Me-

thod (フエルグンク

ライス・メソッド)

の体育科教腎におけ

る可能性� 

-ATMと「体ほぐ� 

LJ -

rr体ほぐしj についてーその教青的意義，

可能性，開題点を爵い蓋す卓

上� f体はぐしの運動」の導入とその可

能性� 

_ r体ほぐしの運動J が投げかける

もの，ダンス教育の立場から� 

2.	 体ほぐし」は，今までの体育を変

えられるか

「目標一評価」システムを「からだ気

づきJ 実践から問う� 

3. 体ほぐし」の受け止め方とこれか

らの「動きの教育J

~体操研究者の立場から~ 

4. 子どものこころとからだを耕す体育

の授業と「体iまぐし戸2) 
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表 1，ま. 1995年の46肥大会以後の関連領域の一覧表である.この表からは，ここ 5年間学会

の大会本部が rからだ気づき J rからだ育てJ 間織に積極的に家ち組んできたことが明らかで

あり，大綱化以前のスポーツ犠臣中心の慨向とは明らかに異なる授業実践が広がりをみせてい

るといえる.そして中学校においても，陸上競技の単7eの中に「からだ気づき J を取ち入れた

授業実践の報告が行われている.今後，こうした領域の小学校，中学校，高校への広がりは，

ますます大きくなっていくと患われる 8-25) 

γからだ気づき Jや「からだ育て」の身体技法として捉えられている「ボディワーク J は，

欧米の身体技法のみならず東洋のヨーガや銭灸にいたるまで約 300織を超えるといわれてい

る26) こうしたことから，本学の γ東洋体育授業J で開設している -ヨーガ，太極拳，

中国武番号，東洋ウエルネス J等も rボディワーク J のひとつであると規定してよいと考えら

れるが，今後さらに検討すべき課題でもある.この課題のひとつとして r東非体育授業J の

研究成果を学会報告や研究機関誌へ投稿していく必要があるし r東洋体育」と「ボヂィワーク J

等との関連を再考している本研党の意義もあるといえる.

「点検・評舗」問題に関する先行研究からの問題提起

(大学教育学会を中，心にして)

大綱花弘後，努力義務として制戎化された f点検・評価J は，大学改革の大きな柱として考

えられてきてはいるが，公開性という点でまだ多くの困難があち十分な議輪が仔われていない

状況にある 27) この問題については，大綱化以前から取り組んできた大学教育学会からの問

題提態を中心に考製する.大学教宵学会は 1年に I聞の学会大会と I回の課題研究集会を開

寵している.大模化以後「点検・野健J開題を中心に取持組み. 1995年頃から FD問題にも積

糠的に取り組んでいる.ここ数年は r綬業開発j や「教授法J の問題など，学生の捜業効果

をあげるためのさまざまなテーマを 具体的な事例を提示して研究報告している表 228
-
35

)

この学会が果たしてきた大きな役書uのひとつが r授業J を研究対象として捉え，さま

な事例研党を継続してきたことにある.大繍化によって，大学は「教脊・研究機関J として泣

罷づけられた.それまでの研究・教育機関からの衣替えともいえる.特に r点検・野価 l の

問題は，それまで全くといってよい法ど公開することのなかった大学の授業効果に対する警鐘

でもあったといえる.関は r教育面での日本の大学は r外に関かれた」制度を存していない

だけでなく r内に関かれた」制度さえも整備できていない.大学教宵は「密室的な営みJ に

類する大学の講義の集合体の域にとどまっているとする批判を否定し難い状況にある.J と指
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袈� 2 大学教育学会の問題提超� (r点検・評髄J. 熊題〉� 

l f自 己 報 告 己 評 錨j 関連
rFD (ファカルティ・ヂイベロッ
プメント� )J関連� 

下一般教育学会誌J 自己評価に関する各大学の取

1992年� 5月� り組み状況」

一本学会会員アンケート調査一

(シンポジウム盟.大学の自己評舗の

課題)

1992年11丹 「教締自身による昌三診義者j 

f学生個々についての評嫡j

く研究交流部会� II.教師による授業評

価〉

「学生による授業評価の陥鐸J

一参画授業と� f感想、ラベル』の実践

をふまえてー

く借究交流部会ID.学生による綬業評

儲〉� 

1993王手11丹� I r日本で大学教育はどのようなものと考えられてきたかJ

(シンポジウム「大学教育をどう行うか」註3)

『多謄大学の学生による授難評慨「ボイス」をめぐる考察J

く研究交流部会1.学生による授業評鶴〉� 

1995年11丹� r大学教授法研究開発センターの諜購

を考え� 

lir授業評価」から授業の改善へー金

城学院大学の事例に即して』註4) 

<FD活動の要件と大学教授法開発セ

ンター(仮称)講想〉

…般教育学会� Ir日本の教育システムの問題点一大学教曹が果たしている来たしえないでいる

{札模大学) I役割-J  

1996年� 8月 シンポジウム1)

大学教脊学会� Ir教員評{闘の評髄要日について� Ir学生のための捜業開発…今，何が問� 

(I.C. U.) I 自由研究)� I題か一研究交流部会)�  

1998年� 6月� I r大学の授業のf経営』を考えて一学生

の参題と知の創造一(臨申請究)� 

f大学教育における総合的学習の必要� 

2000年間 性j 一知識麗造の視点かち一

(研究交流部会一小学校から大学まで

大学教育学会 の「学びのモードチェンジへの対応)

(千葉大学) I Ir我が国の高等教育機関における註5) 

2000年� 6月� IIi参画教育』の現状と操議

一特に学部授業の� f参題ft.Bをイン
ターネットで探る…

(自由研究)
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捕している. この時期から，大学における教育聞においても Plan(民票設定・計覇)吋Do

施)→See(評儀〉→次のPlanという…連の循環過桂に沿って運営を行う必要性が議論され始

めた 36)

こうして¥在検・評錨J の関題も少しずつ取り組みが始められ10年を経過したが， まだ個人

レベルの点検・評価が中心であり，大学全体の点検・評価会公表している事例は議めて少数で

ある.今後は，国公立大学の独立行政法人北の問臨とも連動して努力義務以上の敦ち組みが期

待され， その公表結果に注目が集まっていく傾向にある. そして， こうしたながれは，私立大

も含め日本の大学が取り組まなければなら令い大きな課題となっていくと考えられる.

授業における自己点検・自己評簡のモデル

国 lは，授業における自己点検・自己評鋸のそヂルを学生(サイド) と教員{サイめから

学生(サイド) <学生自身の点検・評価〉

(
実
践
場
面
)

出席・内容

予習・復習

課題(レポート)

発表(プレゼンテ

理解度 etc.

※点挨項目をチェックして，点検結果をフイ ドパック(評儲)する香

2. 教員{サイド〉 

く点検〉

く学生 iこよる授業許制〉

語究活動との関連の評髄

(学会・研究会報告等の内
容が授業に反映できたか否 

j かetc.)

関知 1 投業における自弓点検・昌三評師のモデル
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検討した留である.大学に怠ける点検・評議は， を対象に教育面，研究耐に対して集中し

ている領再がある. しかし，大学は教員，職員，学生で構成されている組織でもある.組織体

としての大学の中で，教員の点検・評価や各部署の機能チェックを含む職員の点検・評価も重

要である.さらに，学生自身に自己点検・自己評価させることも必要である.具体的には，授

業に関するレポ…ト 日をおいて実施する. 講義形式の授業では，最襲還にできる

限り「学生自身の点検・評舗j を実施している.間 1 1に示した項目等について，器己点検・四 

自己評価する時間をとっている.評罷という用語に，期点数をイメージしてしまうので作或時

男内に繋わらない学金もいる.顛日を決めて提出させているが， 1年次生には大変な諜購となっ

ているようである.授業内容の撮り返ちという点では，ノートの有効活用やレポート作成の積

極性が見られる学生の評価が高い領向である.この学生自身の点検・評価も教員の個人レベル

での取り組みにとどまっているので，今後は組織体としての取り組みが必要である.

教員(サイド)の点検・評価としては，授業環境としての教青機器や授業計覇と関連する体

講の開題等を事務上野部として提え，学会・研究会等の授業内容への反瑛を務究活動関連評穏

とした.これらの点検 e 評議結果の或果を学生評髄というかたちでチェックする.これが，授

葉における吉己点検・告己評{語のモヂルである.

授業許制(学生評価) r循環J モヂル

図 2は，授業評価(学生評錨) r循環J のモデルである.ここ十数年，点検・評器問題がと

りあげられこの開題に対する大学関係者の関JL'も高まってきた. しかしながら，点検・

具体的に実行していくにはどうしたらよいかわからないという意見があることも事実である.

授業iま，授業を担当する教員と受講する学生によって成り立っていると規定することができ

る.この甫者の相互作用によって効果があがっていくものであり どちらか一方からの働きか

けだけでは不十分である.筆者は，授業評価は授業効果をあげていくことを目的として，

を客観的に分析するために行うものであると考えている. しかし自分自身の授業だけに客観的

に判断するのが圏難なので，ぞれを繍うための手設として学生評櫛を泣董づけ役立てていくこ

とは，存効な方法であるといえる滋6) そして 持よちも調査をすることの第 1の日的は，

査対象に対して〈この場合誌，授業および学生)その結果を還元していくことが重要である.

して還元するということは，さまざまな質を高めた内容を提示することにつなが

るからである.
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....，・ ク 今 明吋験 。司令

〈点検・評価結発患のフイ…ドパック)@

※命の数字1;1，嬢序を表す.

タ…ムごとに，点検・評寵され変容して

いく.

揺叩� 2 捜業評価(学生評髄)� I循環」モデル

この躍に示した①~舎は，頼序で、ある.現在の授業を受講している学生が点検・評個する.

その結果について，担当者である教員が点検・評舘する.そして，こうした点検・評髄結果を

分析して，授業および学生に対して新た会提示を行う. (フィードパックするといいかえても

良い)ここでのキーワードは� r循環J である.学生評価を過して，よち質を高めていく良い

ステムが必要である.もちろん図� 1で示した，事務上の評価や研究活動との関連の評舗

もこの鍾環システムに組み入れて 成果をあげていくことは可能である.

と め� 

r東洋体育授業J関連領域について，先行研究からの再竣討を行った結果� r東洋体育授業j

関連領域は，大綱化以後の大学体育の学びのスタイルを変えるという点で，大きな役割を果た

してきたといえる.技締の向上のための指導を受けるというようなスタイルから� rからだ気

づき・からだ育てJ というテーマで，自らが気づき，自らが創意・工夫するという能動的な授

業が議関されてきている鎖向がある.この鎖向は，新学習指導要議の� r捧ほぐし運動J との関

連で，今後は小学校，中学校，高校の体育授業にも現主てくると考えられる.

「東洋体育授業J と� fボヂィワークJ との関連では，身体技法のひとつとして共通点をもっ

ていると考えられる.ある意味では 身体技法に間境はない.現代社会は，西洋だめ東洋だの

という時代ではなくなってきているということである.このことは，体腎授業の履修者だけで

はなく，オワンピック選手に代表されるトッヅアスリートまでが高い関心を氷し， トレーニン

念
品
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グにも取り入れているからである.メンタルトレーニングがその代表であるが，最近ではヨー

ガ等の身体技法を取り入れたトレーニングを実施している選手も多数でてきている.� 

WHO (世界保健機関)が，健康の定義に新たな解釈を加えた.これまでの Physical(身体

的な)，� Mental (精神的な)， Social (社会的な)にプラス Spiritual(霊的な，魂の)を加えた

のである.加盟国全体の批准が終了していない段階ではあるが これまでのメンタルという要

素では捉えきれない内面からの要素が加味されたといえるのではないだろうか.上述した，西

洋や東洋という区分では捉えきれないグローバル化がすすんでいるともいえる.

現代は洋の東西を問わず� r心身一如J r自己表現J rからだとのコミュニケーション」とい

うようなテーマが求められているということである.これは 人聞が生来持っている本質を見

直すことでもある.その意味ではこのような傾向を，現代社会における「温故知新」と捉える

こともできるのではないだろうか.

もうひとつの検討課題である「点検・評価」問題については，大学という組織体での取り組

みがすすんでいない事があらためて明らかとなった. しかしながら，大学教育学会等の取り組

みでは，教育(特に授業)領域を対象にした研究が積極的に行なわれている.� FD活動を通し

た点検・評価結果報告であるといえる.組織体としての点検・評価も，個々の取り組みの集合

体であることを考えれば，これまで以上により多くの関心をもっ教員が増え点検・評価に関わ

れば全体の点検・評価も実現できることになる.大学教育の「密室的な営み」をいかに打破で

きるかという課題であるともいえる.

こうした課題への具体的な取り組み方のモデルとして，図� 1と図� 2を提示した.今回の継続

研究テーマである「東洋体育授業」も，この循環システムで点検・評価していく必要がある.

そのことによって，よりよい授業が展開され授業効果があがっていく好循環を生むことにつな

がるからである.

今後の具体的な課題としては，継続研究テーマである「東洋体育授業」の担当者による自己

点検・自己評価を行い，これまで取り組んできた成果の質をより高めていきたい.

今回の論文をまとめるに際して，宮本研究員をはじめ「東洋体育授業」担当の先生方にご協

力願った.紙面をかりてお礼申し上げたい.
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註

註1)� FDは，授業資質の向上のための取り組みと考えられている� r点検・評価」は授業資賞を向上さ

せるための方法論(手段と誘い換えてもよい)として活用されている.その意味で，授業評憾におい

ては� r学主主評倍」が必要不可欠であるといえる.

註� 2) 4名のj賞者の中で，唯一の小学校教諭である堤官郎(愛知熟扶桑町立扶桑小学校)� Iえこどもの

こころとからだを耕す体育の授業と「体ほぐしJ というテーマで，新学哲指導要領ができる以議から

の実践授業内容を報告した.今艇の改訂では，学びのスタイルを変える(指導を受けて技術をのばし

たり体力を向上するだけではなく，自らのからだに体する気づきや自らが創意・工夫する体育)とい

うことがキーワードである.今後多くのスポーツ教討に良い影響を与えていくということを強諦.

*新指導要額は体ほぐしJ のからだを漢字で表記している.大学(J)援業等では「からだほぐしJ

と使われることが多い.これiま，*，ヂイワークの「ボディ� j が，語の成立から，通常の「体J で法

令く「からだ{私)jの意味としていることによるー原田奈々子，前掲欝，� 57 

註� 3) 寺鵠昌男は，授業が研究という分野は教育学掛究のひとつの原点になっていて専門誌も発行され

という横行も小中高校では一般化している.

や「サンプル授業」といえば大学では抵抗を受けるだろうが，そこまで必要な時代

になったのではないかと指摘している.

註4) 金域学能大学の事例から大学の授業研究でli，援業記録の方法の開発が必裂なことや記錯がなけ

れば轍欝な授業研究は不可能であことを強調しているー

註� 5) 排は「参画化J の授業の中で，置名性を撮カ廃して授業展関していることを報告した.授業で発

設する擦に，必ず学部，学科，学年，フルネームをいわせるようにしている.� 100名…200名規模の授

業での事現iである.どこの，誰であるかわからない関捺では，相五の理解泣き主まれないからである.

発表後の討議の中で撹業効果が期待できる授業の雰密気とはどのような状態か� ?jという紫関に

対して夢中になって我を忘れて没頭している状態です.j と替えていた.ここでの「参銅製」の授
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業目標も，運営を合む能力開発を詩指している. (林義樹)

註 6) FDの原理と方法;ごついて，自日点検・自己評揺の上に立った自己研績をふまえながらも， f患者

による評価を歓迎しそれを参考にしながら，さらに研績を重ねることであると指摘している. (越前

喜六)

アメワカのある大学では，大学龍生に「大学教授法jの綾修を常に呼びかけているところもある大

学教綬学」は教育学者のものではなく，一般の大学教員の少なくとも副専門として位綴づけられる必

要があると，教脊言語の充実を問組提起している. (絹川正吉)筆者の「械業研究班 j もこの絹川の主

張と問様のコンセプトで研究に譲り組んでいる.授業を研究対象として捉えるスタンスは，大学教員

には岳、裂の条件であると考えている.


